DISVCOVER OSAKI　おらほのニュース発信します！


文化財を火災から守りましょう
1月23日、岩出山地域の国指定史跡・名勝「旧有備館および庭園」で「文化財防火デー」に伴う消防訓練および火災防ぎょ訓練を実施しました。
　今年で72回目を迎える「文化財防火デー」は、昭和24年1月26日に現存する世界最古の木造建築物である奈良県の法隆寺金堂が炎上し、国宝の壁画が焼損したことを契機に、昭和30年に制定されました。毎年1月26日を中心に全国各地で文化財の防火運動が行われ、文化財愛護に関する意識の高揚が図られています。
　当日は建物からの出火を想定し、通報訓練・初期消火訓練・避難訓練のほか、2年ぶりに、消防車両を出動させた実践的な放水訓練を合わせて実施し、有事の備えを再確認しました。
　市では、今後も関係機関と協力して、貴重な文化財を災害から守り、後世に継承していきます。
写真：池の中央に向けて5栓で放水しました


多種多様な作品が来場者を楽しませました
1月31日、2月1日の2日間、三本木保健福祉センターふれあいホールで、「第5回みんなの展示会」が開催されました。
　この展示会は、コロナ禍で児童・生徒や地域住民の作品を披露する機会が減る中で、発表の場を提供しようと三本木まちづくり協議会が始めた「地域のみんなでつくる展示会」です。
　5回目の今回は、園児や小・中学生、住民が寄せた絵画や書道、工芸作品などバラエティーに富んだ約380点の作品が会場を彩りました。また、企画展「私と三本木の写真」では、三本木地域の魅力や懐かしさを感じる写真が展示されました。
　来場者は、感性あふれる絵画や心のこもった作品に足を止め、温かいまなざしで見つめていました。
写真：表現豊かな作品を鑑賞する来場者


冬の「大崎耕土」を駆け抜けました
　2月1日、「第53回田尻クロスカントリー大会」が開催されました。
　当日は時折雪が舞う厳しい寒さでしたが、6歳から83歳まで県内外から768人が参加しました。
　参加者は、部門ごとに2.5キロメートルから最長10キロメートルまでの各コースを出走しました。うっすらと雪をまとった「大崎耕土」を駆け抜け、真っ白な息を弾ませながら一歩一歩力強くゴールを目指しました。
　沿道の温かい声援に加え、ゴール後には温かい豚汁の振る舞いもあり、完走したランナーたちを癒やしました。
　寒さをものともせず完走を果たした参加者たちは、互いの健闘をたたえ合い、会場には熱気と笑顔が広がりました。
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